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６
．
み
ち
づ
く
り
の
基

本
方

針

◆
道

を
「
つ
か

い
・つ

く
り
・
ま
も
る
」
上

で
の

課
題

基
本

方
針

２
に
ぎ
わ
い
・
魅

力
を
高

め
る
み
ち
づ
く
り

基
本

方
針

１
拠

点
間

を
移

動
し
や
す
い
み
ち
づ
く
り

基
本

方
針

３
安

全
・
安

心
な
み
ち
づ
く
り

基
本

方
針

４
災

害
に
強

い
み
ち
づ
く
り

基
本

方
針

５
道

路
施

設
の
適

切
な
維

持
管

理

◆
み

ち
づ
く
り
の

基
本

方
針

◆
道

を
「
つ
か

い
・つ

く
り
・
ま
も
る
」
方

向
性

【
浜

松
市

総
合

計
画

】
•

都
市

の
将

来
像

：
市

民
協

働
で

築
く
『
未

来
へ

か
が

や
く
創

造
都

市
・
浜

松
』

•
ま

ち
づ

く
り
の

基
本

的
な

考
え

方
：
コ

ン
パ

ク
トで

メ
リ
ハ

リ
の

効
い

た
ま

ち
づ

く
り

•
歩

行
者

や
自

転
車

等
に

優
し

い
ま

ち
な

か
の

形
成

•
公

共
イ

ン
フ

ラ
等

ハ
ー

ド
整

備
を

進
め

、
自

然
災

害
被

害
を

低
減

化

◆
浜

松
市

の
将

来
像

・関
連

計
画

◆
市

民
ニ
ー
ズ

【
つ
か

い
・
つ
く
り
】

【
ま
も
る
】

d
. 
過

度
な

自
動

車
依

存
に

起
因

す
る

市
中

心
部

の
渋

滞

f.
 南

海
ト
ラ

フ
巨

大
地

震
の

高
い

発
生

確
率

、
雨

量
規

制
区

間
が

多
く
指

定

g
. 
政

令
市

の
中

で
最

も
多

い
道

路
施

設
を

有
す

市
内

の
道

路
状

況
に

関
す

る
も

の
で

、
不

満
足

の
割

合
が

高
い

の
は

、
「
自

転
車

通
行

環
境

」
、

「
歩

行
環

境
」

道
路

の
新

設
、

拡
幅

等
よ

り
も

、
維

持
管

理
・
更

新
等

の
方

を
重

視
す

べ
き

と
い

う
意

見
の

方
が

多
い

道
路

の
新

設
、

拡
幅

等
で

求
め

る
も

の
の

最
上

位
は

「渋
滞

の
な

い
道

路
の

整
備

」

道
路

の
維

持
管

理
、

更
新

等
で

求
め

る
も

の
の

最
上

位
は

「 走
行

や
歩

行
の

安
全

性
・快

適
性

の
維

持
」

a.
 人

口
減

少
、

高
齢

化
、
分

散
化

b
. 
も

の
づ

く
り
産

業
、
農

林
業

が
盛

ん
な

浜
松

市

c.
 多

様
な

観
光

資
源

を
有

す
る

浜
松

市

e.
 政

令
市

の
中

で
人

口
1
0
万

人
あ

た
り
の

人
身

交
通

事
故

件
数

が
８
年

連
続

ワ
ー

ス
ト１

【
浜

松
市

都
市

計
画

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
】

•
将

来
都

市
構

造
：
拠

点
ネ

ッ
トワ

ー
ク

型
都

市
構

造
•

地
域

景
観

と
調

和
さ

せ
、

心
地

よ
い

景
観

を
創

出

【
浜

松
市

公
共

施
設

等
総

合
管

理
計

画
】

•
基

本
的

指
針

：イ
ン

フ
ラ

資
産

の
予

防
保

全
と

長
寿

命
化

④
都

心
部

や
観

光
地

の
活

性
化

⑤
人

々
が

行
き
交

う
“み

ち
づ
く
り
”

⑥
交

通
安

全
の

確
保

①
都

市
機

能
の

維
持

②
地

元
産

業
力

の
強

化

③
市

中
心

部
の

渋
滞

解
消

・緩
和

⑦
甚

大
な
被

害
が

想
定

さ
れ

る
道

路
施

設

⑧
膨

大
な
道

路
施

設
の

維
持

管
理

【
浜

松
市

交
通

安
全

計
画

】
•

人
優

先
の

交
通

安
全

対
策

の
更

な
る

推
進

を
図

る

課
題

-
a

課
題

 
b
,c

課
題

 
d

課
題

 
c

課
題

 
e

課
題

 
f

課
題

 
g

拠
点
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
都
市
構
造
を
形
成

す
る
拠
点

間
の
移
動

の
し
や
す

さ
を
確
保
す
る
こ
と
、
ま
た
各
拠
点
と
高
速
道
路
IC
を
結
び
高
速
道
路
を
使

い
や

す
く
す
る
こ
と
で
、
生
活
・都

市
活
動
、
経
済
活
動
の
活

性
化
や

観
光

交
流
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
環

状
道

路
な
ど
の
幹

線
道

路
の
整

備
に
よ
り
、
都

心
部

等
の
交

通
の
整
流
化
を
図
る
と
と
も
に
、
当
該
道
路
お
よ
び
生
活

道
路
の
事
故
件

数
減

少
が
期

待
さ
れ

ま
す
。

景
観
に
配
慮
し
た
み
ち
づ
く
り
や
、
自
動
車
以
外

の
交

通
手
段
を
利

用
し

や
す
い
み

ち
づ
く
り
、
誰

も
が
移
動
・
回
遊

し
や

す
い
み
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
と
で
、
に
ぎ
わ
い
・
魅
力
あ
る
地

域
を
創
出
し
ま
す
。

自
動
車
の
走
行
速
度
を
抑
制
す
る
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
身
近
な
生

活
道
路
の
安
全
・安

心
を
確
保
し
ま
す
。

特
に
、
通
学
路
に
お
い
て
は
、
重
点
的
な
交
通
安

全
対
策
を
推
進

し
ま
す
。

南
海

ト
ラ
フ
巨

大
地

震
や

風
水

害
、
土
砂

災
害

等
の
激

甚
化

す
る
大

規
模

災
害
に
備
え
、
市
民
の
命
を
守
る
強
靭
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

成
や
、

高
次

医
療

施
設

等
へ

の
ア
ク
セ
ス
性

を
強

化
す
る
こ
と
で
、
災

害
時

等
の
円

滑
な
緊
急
物
資
輸
送
や
迅
速
な
救
援
･救

急
活

動
を
支

援
し
ま
す
。

道
路
施
設
の
老
朽
化
対
策
や
効
率
的
・効

果
的

な
維

持
管
理
を
進
め
、

道
路

の
整

備
・
保

全
・
活

用
の
道

路
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ

イ
ク
ル

を
確

立
す
る
と

と
も
に
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
維
持
管
理
を
推
進

し
、
親

し
み
あ
ふ

れ
る
道

路
空
間
を
創
出
し
ま
す
。

○
拠
点
間
を
円
滑
に
移
動
す
る
こ
と
で
、
交

流
人
口
の
拡
大
や

地
元

産
業

の
強

化
に
つ
な
が

り
、
住

み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
！

○
景

観
や

回
遊

性
、
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル

デ
ザ

イ
ン
を
推

進
し
ま
す
！

○
交
通
事
故
か
ら
市
民
を
守
り
ま
す
！

○
大

規
模

自
然

災
害

か
ら
市

民
を
守

り
ま
す
！

○
多

く
の

道
路

施
設

を
大

切
に
保
ち
ま
す
！

•
こ

れ
ま

で
に

整
理

し
た

「
課

題
、

将
来

像
、

市
民

ニ
ー

ズ
」
と

、
そ

こ
か

ら
設

定
し

た
「
道

を
つ

か
い

・
つ

く
り
・
ま

も
る

方
向

性
」
を

踏
ま

え
、

基
本

方
針

１
～

５
を

「
み

ち
づ

く
り
の

基
本

方
針

」
と

し
て

定
め

ま
し

た
。
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